















































　こうして全国から協議員が集まり，9 月 15 日から 18 日にかけて，農商務省で協議委員会が開か
れました。最初の日は 75 名が参加したのですが，友愛会の鈴木文治ら 4 人が「そもそもこの選び
方がけしからん」と退室します。翌 16 日には銓衡委員の設置を決定します。9 月 17 日には，「労
働者代表というのは筋肉労働者が行くべきだ」という案が提起され，それが否決されて 6 人が退室
しました。この間，残った人たちのなかから銓衡
委員 20 人が選ばれて，9 月 18 日に，その銓衡委



























































れによれば，その後の経過は，次のとおりです。11 月 27 日と 12 月 1 日に，大原孫三郎の秘書だっ
た柿原政一郎より高野に対して内々に大原社会問題研究所の所長になってはどうかと打診があり，
12 月 6 日に大阪中之島公会堂，すなわちこの場所で開かれた研究所委員会で，正式に大原孫三郎
より所長就任の打診があったと記されています。高野はそこで「うん」とは言わずにいたのです
が，そのあと 1920 年 3 月 14 日の研究所委員会で正式に高野が所長に就任することになります。こ






労働年鑑』706 ～ 708 頁）。当時，第 1 回の労働代表者を決める会議については，いろいろな紙面
で記事が出ていて，誰がどう言ったというのが残されているのですけれど，橋本の発言を取り出し
ていくと，これが橋本の意図どおり進んでいたことがわかります。






　1 回目の ILO 総会の労働代表選出は大揉めに揉めたのですが，第 2 回総会は主要なテーマが海上
労働だったため，農商務省は逓信省に丸投げをしました。逓信省は，200 名以上の会員を有する海
員団体の代表者と協議して決めるという告示を 3 月 15 日に出します。そして，3 月 31 日までに届


















（「労働者代表委員選定協議会の紛擾」『大阪毎日新聞』1919 年 9 月 16 日付）
・「橋本富之助氏予は今回の労働会議は重大にして且つ最初の会合なれば労働者中より其人を
得ざる時は他に真の労働者の利益を代表する人物を選出せざるべからず」













か。ここは想像ですが，1919 年 9 月 27 日の『大阪毎日新聞』に，「高野博士の顧問内定／森戸辰
男氏と橋本富三郎氏」という新聞記事が出ています。ここでは，高野が労働代表として会議に出席
する場合には，森戸辰男と橋本富三郎が随員として一緒に行くことが内定したと書かれています。
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業問題』」倉敷労働科学研究所編『労働科学研究』第 1 巻 1 号，1924 年 7 月，293-318 頁。同 2 号，
1923 年 10 月，241-260 頁。同 4 号，1925 年 3 月，165-198 頁）。たとえば，1919 年に最低年齢条


















　投票期日は 7 月 29 日（消印有効，8 月 2 日〆切）で，開票 8 月 8 日でした。選挙結果は，1 位・
川合信水・郡是製糸教育部長（129 票），2 位・賀川豊彦・大阪労働学校校長（106 票），3 位・田澤




　ちなみに，1 位の川合信水と 2 位の賀川豊彦は，大阪での投票結果と一致しています（「労働代












　いずれにしても，なぜこういう人たちが選ばれたのかということです。1 位，2 位，3 位で名前
が挙がったのは，いずれも労働者教育に従事する人たちでした。当時，労働団体は何をしていたの
でしょうか。実は，国際労働総会（ILO 総会）そのものを否認する運動を展開していました。













































　そして余暇等がテーマになる第 6 回において，労働代表問題は区切りを迎えます。2 月 16 日に
内務省社会局が発表したのは，1,000 人以上の労働団体に代表委員候補者 1 名，顧問候補者 2 名を









労働団体 投票数 労働団体 投票数
日本労働総同盟 22 郵司同友会（兵庫） 5
陸軍工廠労働組合同盟（東京） 1 日本司厨聯盟（兵庫） 2
造機船工労働組合（東京） 1 中部労働組合聯合会（愛知） 1
官業労働総同盟（大阪） 12 海軍労働組合連盟（広島） 46
西部交通労働同盟（大阪） 2 大日本船舶司厨同志会（大阪） 2
工信会（神奈川） 2 海洋統一教会（兵庫） 5
工愛会（神奈川） 1 共同研究会（福岡） 1
日本海員組合（兵庫） 23 日本労働組合聯合（大阪） 5




















のでしょうか。経営者や使用者を誰が代表するのかといったことを含めて，ILO 創立 100 年を機
に，「三者構成の意義」をあらためて考える必要があるのではないかということで，私の報告を終
わりにさせていただきます。ありがとうございました。（拍手）
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